
40

雑
誌
『
人
間
』
と
「
戦
後
日
本
」
と
の
接
点

―
八
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
「
核
」
言
説
の
ジ
レ
ン
マ

李

文

茹

は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
夏
、
台
湾
で
中
沢
啓
治
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
の
中
国
語
訳
が

刊
行
さ
れ
た
（
『
赤
脚
阿
元
』
台
湾：

遠
足
文
化
）

。
原
爆
マ
ン
ガ
で
い
え
ば

(1)

『
夕
凪
の
街
・
桜
の
国
』（『
夕
嵐
之
街

櫻
之
国
』、
台
湾：
尖
端
、
二
〇
〇
六

年
）
に
次
ぐ
翻
訳
で
あ
る
が
、『
夕
凪
の
街
・
桜
の
国
』
よ
り
も
多
様
な
戦
争

被
害
者
や
被
爆
者
を
描
い
た
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
中
国
語
訳
は
、
台
湾
の
読

者
に
新
た
な
観
点
か
ら
「
原
爆
」
問
題
を
考
え
る
契
機
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

台
湾
社
会
で
は
、
五
〇
年
代
以
降
の
日
本
社
会
で
現
れ
た
「
反
戦
・
平
和

反
核
」
と
い
っ
た
言
論
を
形
成
・
受
容
す
る
環
境
も
な
け
れ
ば
、
被
爆
者
や

キ
ノ
コ
雲
の
下
で
起
き
た
出
来
事
へ
の
想
像
力
を
育
む
土
壌
す
ら
貧
弱
だ
っ

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
共
内
戦
で
中
国
共
産
党
に
敗
れ
て
台
湾
に
渡
っ
て
き

た
国
民
党
が
三
八
年
間
に
わ
た
っ
て
戒
厳
令
を
敷
き
、「
抗
日
戦
争
」
を
台
湾

社
会
の
集
団
的
記
憶
と
し
て
浸
透
さ
せ
た
こ
と
も
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。「
ヒ
ロ

シ
マ
と
い
え
ば
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
」、「
ヒ
ロ
シ
マ
と
い
え
ば
、
南
京
大
虐
殺
」

と
い
う
栗
原
貞
子
の
詩
の
よ
う
に
、
台
湾
で
は
原
爆
を
象
徴
す
る
キ
ノ
コ
雲
は
、

大
日
本
帝
国
の
敗
北
や
戦
争
の
終
結
を
意
味
す
る
記
号
で
あ
り
、
植
民
地
支

配
か
ら
解
放
さ
れ
た
記
号
で
も
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
台
湾
人
被
爆
者
の
存

在
も
歴
史
の
影
に
隠
さ
れ
て
き
た

。
(2)

む
し
ろ
、「
核
」
の
問
題
に
ア
ク
セ
ス
す
る
社
会
的
回
路
は
、
原
子
力
発
電

所
（
以
下
、
原
発
と
略
す
）
の
問
題
が
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
台
湾
で
は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
経
済
発
展
の
た
め
、

一
九
七
三
年
に
「
十
大
建
設
」
が
打
ち
出
さ
れ
、
原
発
関
連
施
設
の
建
設
も

そ
の
う
ち
の
一
項
目
で
あ
り

、
第
一
原
発
の
稼
働
は
一
九
七
八
年
の
こ
と
で

(3)

あ
る
。
反
原
発
を
め
ぐ
る
言
説
は
七
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
登
場
し
、
八
〇
年

代
半
ば
頃
か
ら
次
第
に
社
会
運
動
へ
と
発
展
し
た
。
最
初
に
原
発
に
抗
議
す

る
デ
モ
は
一
九
八
七
年
三
月
二
七
日
に
第
三
原
発
の
前
で
行
わ
れ
、
翌
年
の

四
月
二
四
日
に
台
湾
電
力
会
社
を
包
囲
し
た
出
来
事
は
そ
の
時
代
の
運
動
の

ピ
ー
ク
を
象
徴
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
（『
人
間
』
三
二
号
、
一
九
八
八
年
六
月
）。

こ
の
よ
う
に
台
湾
の
反
原
発
運
動
の
歴
史
的
な
歩
み
を
考
え
る
時
、
七
〇
年

代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
は
重
要
な
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
戒
厳
令
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解
除
前
後
と
い
う
台
湾
民
主
化
運
動
の
歴
史
に
お
い
て
も
重
要
な
時
期
で
も

あ
っ
た
。

「
原
爆
」
の
被
害
に
対
す
る
想
像
が
貧
弱
の
ま
ま
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
台

湾
に
お
い
て
、
原
発
の
問
題
を
通
し
て
「
核
」
の
問
題
が
語
ら
れ
て
き
た
の
だ

が
、
そ
の
社
会
的
な
回
路
は
い
か
な
る
形
で
構
築
さ
れ
て
き
た
か
。
本
稿
の
目

的
は
、
一
九
八
五
年
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
人
間
』（
一
九
八
五
年
一
一
月
～

一
九
八
九
年
九
月
）
を
題
材
に
、
そ
の
問
題
の
一
端
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

『
人
間
』
は
、
作
家
・
陳
映
真
（
一
九
三
七
年
～
二
〇
一
六
年
）
に
よ
っ
て
創

刊
さ
れ
た
、
報
道
写
真
（
フ
ォ
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）・
記
録
文
学
（
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
。
台
湾
で
は
「
報
導
文
学
」
と
い
う
）
を
特
色
と
す
る
月
刊
誌
で
あ
る
。
言

論
統
制
が
行
わ
れ
た
戒
厳
令
下
の
時
代
に
、
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
で
は
あ
ま
り

報
道
さ
れ
な
い
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外
の
社
会
問
題

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、
台
湾
社
会
の
暗
部
を
告
発
し
た
の
だ
が
、
こ
の

雑
誌
に
は
日
本
の
公
害
問
題
や
原
発
問
題
に
つ
い
て
多
く
報
道
し
た
カ
メ
ラ
マ

ン
・
樋
口
健
二
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

本
稿
は
雑
誌
『
人
間
』
に
お
い
て
、「
核
」
や
原
発
の
問
題
が
報
道
写
真
や

記
録
文
学
の
中
で
い
か
に
イ
メ
ー
ジ
化
さ
れ
て
き
た
か
、
さ
ら
に
は
「
核
」
関

連
の
記
事
か
ら
い
か
な
る
歴
史
的
問
題
が
読
み
取
れ
る
か
確
認
す
る
こ
と
で
、

八
〇
年
代
台
湾
社
会
に
お
け
る
「
核
」
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
一
端
に
つ
い
て
考

察
し
た
い
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
脱
原
発
法
を
可
決
し
た
台
湾
の
反
原
発

の
歴
史
的
歩
み
を
再
考
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

１

「
核
」
言
説
の
プ
ロ
ロ
ー
グ：

雑
誌
『
台
湾
と
世
界
』
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

エ
コ
ロ
ジ
ー

雑
誌
『
人
間
』
を
見
る
前
に
、
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
前
半
に
お

け
る
「
核
」
関
連
言
説
の
特
徴
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
を
取
り

上
げ
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

『
人
間
』
三
二
号
「
反
核
の
意
味
を
追
い
求
め
る
」（
原
題：

尋
找
反
核
運

動
的
意
義
）
に
よ
れ
ば
、
月
刊
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』（
中
国
語
版
）

で
発
表
さ
れ
た
「
恐
ろ
し
い
核
廃
棄
物
の
問
題
」（
原
題：

可
怕
的
核
子
廢
料
問

題
。
一
九
七
四
年
四
月
号
）
は
台
湾
で
の
最
初
の
反
原
発
に
関
す
る
記
事
と
さ

れ
る
。
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
で
早
い
段
階
か
ら
原
発
問
題
に
注
目
し
た
の
は
月
刊
誌

『
夏
潮
』（
一
九
七
六
年
二
月
～
一
九
七
九
年
二
月
）
で
、
第
一
原
発
の
商
業
運

転
が
開
始
す
る
二
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
展
の
問
題
を
見

抜
く
」（
一
九
七
六
年
七
月
）
は
、
米
国
が
直
面
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

日
本
、
米
国
で
行
わ
れ
た
反
原
発
活
動
に
触
れ
た
上
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

害
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る

。
(4)

言
論
統
制
の
時
代
で
は
、
核
を
題
材
化
し
た
雑
誌
の
大
部
分
は
『
夏
潮
』

と
い
っ
た
左
翼
雑
誌
で
、
与
党
だ
っ
た
国
民
党
と
政
治
的
立
場
が
異
な
っ
た
た

め
「
党
外
雑
誌
」
と
も
称
さ
れ
る
。
八
〇
年
代
以
降
か
ら
『
人
間
』
が
創
刊

さ
れ
る
ま
で
の
左
翼
雑
誌
に
お
け
る
「
核
」
言
説
を
考
え
る
際
、
在
外
台
湾

人
た
ち
の
活
動
も
看
過
で
き
な
か
ろ
う
。
北
米
で
刊
行
さ
れ
『
夏
潮
』
と
も

密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
中
国
語
月
刊
誌
『
台
湾
と
世
界
』
は
（
原
題：

『
台
灣

與
世
界
』、
英
語
タ
イ
ト
ル"T

aiw
an
and

the
W
orld"

。
一
九
八
三
年
六
月
～
一
九

八
七
年
六
月
。
全
四
二
号
）
は
、
中
国
や
香
港
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
の
情
勢

に
も
多
く
の
関
心
を
払
い
な
が
ら
、
台
湾
を
め
ぐ
る
政
治
、
社
会
、
文
化
の
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記
事
や
文
学
作
品
を
多
く
掲
載
す
る
。
葉
芸
芸
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
創

刊
さ
れ
た
こ
の
雑
誌
は
、
八
〇
年
代
半
ば
頃
、
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
局

が
制
作
し
た
番
組
『
ザ
・
デ
ー
・
ア
フ
タ
ー
』
や
、
バ
ー
イ
ン
グ
Ⅱ
に
対
す

る
大
規
模
な
平
和
反
核
運
動
「E

uro
M
issies

」
を
取
材
し
た
番
組
を
紹
介
し

な
が
ら
核
兵
器
の
開
発
や
戦
争
問
題
に
も
言
及
し
た
記
事
「『
ザ
・
デ
ー
・
ア

フ
タ
ー
』
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
と
裏
」（
寧
人
、
一
九
八
四
年
三
月
）
を
皮
切
り

に
そ
の
後
も
「
核
」
の
関
連
記
事
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
。

北
米
の
留
学
生
が
中
心
で
あ
る
が
、
こ
の
雑
誌
の
購
読
者
や
寄
稿
者
は
米
国

在
住
者
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
例
え
ば
日
本
に
在
住
し
『
台
湾
霧
社
蜂

起
事
件

研
究
と
資
料
』
の
著
者
で
も
あ
る
戴
国
煇
や
、
台
湾
に
在
住
し
今
日

で
は
反
原
発
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
生
物
学
者
で
も
あ
る
林
俊
義
、
台
湾

先
住
民
作
家
の
シ
ャ
マ
ン
・
ラ
ポ
ガ
ン
（
中
国
語
名
の
施
努
来
の
名
前
で
発
表
）

に
よ
る
記
事
も
見
ら
れ
る
。
台
湾
の
雑
誌
か
ら
の
転
載
記
事
も
散
見
さ
れ
る

が
、
言
論
統
制
下
の
台
湾
に
お
け
る
メ
ジ
ャ
ー
な
報
道
で
は
扱
わ
れ
な
い
題
材

や
台
湾
植
民
地
時
期
に
関
す
る
歴
史
や
文
芸
作
品
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ
と
言

っ
た
海
外
の
政
治
社
会
情
勢
、
最
新
の
科
学
技
術
に
関
す
る
海
外
報
道
の
中

国
語
訳
に
よ
る
紹
介
な
ど
が
豊
富
で
あ
り
、「
核
」
に
限
ら
ず
戒
厳
令
下
で
生

活
し
て
い
た
台
湾
在
住
の
購
読
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
多
方
面
に
わ
た
る
重
要

な
情
報
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

台
湾
の
原
発
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
七
八
年
の
第
一
原
発
の
商
業
運

転
の
開
始
に
よ
っ
て
歴
史
の
幕
を
開
け
た
。
八
一
年
に
第
二
原
発
、
八
四
年

に
第
三
原
発
が
相
次
い
で
商
業
運
転
を
開
始
し
、
そ
の
間
の
八
二
年
に
は
離

島
の
蘭
嶼
で
建
設
さ
れ
た
低
レ
ベ
ル
放
射
線
廃
棄
物
の
長
期
貯
蔵
所
に
、
最

初
の
核
廃
棄
物
を
詰
め
た
ド
ラ
ム
缶
が
運
搬
さ
れ
た
。
八
二
年
に
原
発
施
設

作
業
員
が
被
曝
さ
れ
犠
牲
と
な
っ
た
事
故
が
起
き
、
八
五
年
に
は
第
三
原
発

で
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

『
台
湾
と
世
界
』
は
「『
ザ
・
デ
ー
・
ア
フ
タ
ー
』
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
と

裏
」
に
次
い
で
「
死
の
島
」（
林
猛
、
一
九
八
五
年
三
月
。
週
刊
『
向
前
看
』
一

九
八
四
年
一
二
月
か
ら
の
転
載
）
を
掲
載
し
て
い
る
。
放
射
線
廃
棄
物
が
貯
蔵

さ
れ
る
蘭
嶼
で
三
年
間
勤
務
し
て
い
た
、
あ
る
パ
イ
ワ
ン
族
の
医
者
の
死
を
放

射
線
と
の
関
連
で
描
い
た
こ
の
記
事
の
最
後
で
は
、
人
間
社
会
で
被
害
が
出
な

い
よ
う
に
核
廃
棄
物
を
太
平
洋
の
海
溝
に
定
期
的
に
投
棄
す
る
呼
び
か
け
が

綴
ら
れ
て
お
り
、
海
洋
投
棄
の
危
険
性
な
ど
に
は
無
自
覚
な
様
子
も
窺
え
る
。

そ
の
ほ
か
は
、
例
え
ば
八
五
年
に
は
「
台
湾
の
生
態
に
と
っ
て
の
最
大
の
敵
」

（
四
月
号
）、
特
集
「
第
三
原
発
の
火
事
事
故
の
あ
と
」（
九
月
号
）、「
台
湾
原

子
力
発
電
所
の
内
幕
を
摘
発
」（
一
一
月
号
）
な
ど
が
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
が
発
生
し
た
八
六
年
に
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
か
ら

台
湾
の
原
発
政
策
を
考
え
る
」（
六
月
号
）
、「
広
島
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
ま

で
」（
一
〇
月
号
）
、「
第
四
原
発
へ
の
建
設
反
対
を
め
ぐ
る
署
名
運
動
」（
一
一

月
号
）
な
ど
が
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
先
住
民
族
が
抱
え
る
「
核
」
問
題
に
つ

い
て
の
記
事
も
あ
り
、「
放
射
線
汚
染
の
な
い
桃
源
郷

―
南
太
平
洋
群
島
に

お
け
る
反
原
発
運
動
」（
胡
叔
婉
、
一
一
月
号
）
、
八
七
年
に
は
シ
ャ
マ
ン
・
ラ

ポ
ガ
ン
が
執
筆
し
た
「
美
麗
島
！
核
廃
棄
物
の
島

―
あ
る
ヤ
ミ
族
の
涙
」（
一

二
月
号
）、「
国
民
党
の
ヤ
ミ
族

―
来
る
日
は
さ
ら
に
悪
し
」（
同
）
が
あ
る
。

『
台
湾
と
世
界
』
で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
科
学
技
術
な
ど
に

関
す
る
コ
ラ
ム
が
あ
り
、
科
学
技
術
や
生
態
、
環
境
の
問
題
に
視
座
を
据
え

た
「
核
」
の
関
連
記
事
は
こ
こ
に
よ
く
登
場
す
る
。
科
学
技
術
の
開
発
や
環

境
問
題
の
観
点
か
ら
「
核
」
を
問
題
化
す
る
の
は
、『
台
湾
と
世
界
』
の
特
徴

の
一
つ
と
も
言
え
よ
う
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
後
、「
核
」
へ
の
関
心

は
観
点
が
よ
り
多
元
的
に
な
り
、
例
え
ば
従
来
の
台
湾
電
力
会
社
の
組
織
の
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問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
批
判
か
ら
、
原
発
事
故
に
よ
る
具
体
的
な
被
害

状
況
や
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
で
行
わ
れ
た
反
核
運
動
、
さ
ら
に
先
住
民
族
と
「
核
」

と
の
関
連
も
そ
の
一
例
と
な
る
。
刊
行
時
期
は
短
い
も
の
の
、『
台
湾
と
世
界
』

は
「
核
」
を
問
題
化
す
る
際
の
焦
点
の
置
き
方
を
台
湾
社
会
に
提
示
し
、
反

原
発
運
動
と
台
湾
先
住
民
族
運
動
を
台
湾
民
主
化
運
動
の
一
部
と
し
て
入
り

組
む
機
会
を
作
っ
た
雑
誌
で
も
あ
る
。
た
だ
こ
の
時
期
の
原
発
へ
の
関
心
の
多

く
は
科
学
的
な
言
説
や
電
力
会
社
の
人
事
や
制
度
と
い
っ
た
政
治
問
題
に
あ

り
、
ま
た
、「
広
島
」
や
「
長
崎
」
に
言
及
す
る
記
事
も
あ
る
が
、
放
射
能

被
害
の
恐
ろ
し
さ
を
語
る
記
号
に
過
ぎ
ず
、
被
爆
者
の
状
況
や
歴
史
問
題
へ
の

関
心
が
薄
い
よ
う
で
あ
る
。

２

『
人
間
』
と
樋
口
健
二
の
「
公
害
の
世
界
」
と
の
出
会
い

報
道
写
真
・
記
録
文
学
を
中
心
と
す
る
『
人
間
』
は
海
外
の
報
道
写
真
や

カ
メ
ラ
マ
ン
、
報
道
文
学
の
紹
介
に
も
力
を
注
ぐ
。
『
蘭
嶼
報
告

一
九
八

七

―
二
〇
〇
七
』（
台
湾：

人
間
、
二
〇
〇
七
年
）
の
著
者
で
写
真
家
で
あ

る
関
暁
栄
や
、
台
湾
白
色
テ
ロ
の
歴
史
を
追
求
し
続
け
た
『
幌
馬
車
の
歌
』（
草

風
館
、
二
〇
〇
六
年
。
原
著
一
九
九
一
年
）
の
著
者
で
も
あ
る
藍
博
洲
を
始
め
、

『
人
間
』
は
数
多
く
の
報
道
写
真
家
や
報
道
文
学
者
を
育
て
て
き
た
。
こ
の

節
で
は
日
本
の
公
害
問
題
や
「
原
発
」
問
題
を
生
涯
追
い
続
け
た
写
真
家
・

樋
口
健
二
と
『
人
間
』
と
の
初
期
の
交
流
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
る
。

『
人
間
』
は
、
陳
映
真
が
米
国
の
雑
誌
『L

ife

』
と
台
湾
の
『
生
活
と
環

境
』（
原
題：

『
生
活
與
環
境
』）
に
触
発
さ
れ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
、
四
年

間
の
間
、
全
部
で
四
七
号
を
刊
行
し
た
。『
夏
潮
』
の
編
集
に
も
関
わ
っ
た
陳

は
、
一
九
六
一
年
に
淡
江
文
理
学
院
英
文
科
（
現
・
淡
江
大
学
）
を
卒
業
し
、

英
語
教
師
や
会
社
員
を
勤
め
る
傍
ら
創
作
活
動
を
始
め
る
が
、
デ
ビ
ュ
ー
作

は
「
麺
屋
台
」（
一
九
五
九
年
）
で
そ
の
後
も
「
私
の
弟
康
雄
」
や
「
故
郷
」

な
ど
を
発
表
し
文
学
活
動
を
続
け
て
い
く

。
マ
ル
ク
ス
主
義
や
左
派
的
思
想

(5)

に
関
心
が
あ
り
魯
迅
か
ら
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
陳
は
、
白
色
テ
ロ
の
時
代
に

禁
止
と
な
る
左
翼
思
想
の
書
籍
を
日
本
経
由
し
て
読
書
会
で
取
り
上
げ
た
理

由
で
、
一
九
六
八
年
に
「
転
覆
叛
乱
」
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
一
九
七
五
年
に

特
赦
で
釈
放
さ
れ
る
が

、
そ
の
後
も
文
学
活
動
を
継
続
し
一
九
八
三
年
に
ア

(6)

イ
オ
ワ
大
学
主
催
の
「
国
際
創
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
参
加
す
る
。
獄
中
生

活
の
経
験
は
陳
の
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
深
め
た
。
戒
厳
令
が
解
除
さ

れ
た
翌
年
の
一
九
八
八
年
に
「
中
国
統
一
連
合
」
を
設
立
し
初
代
主
席
も
務

め
た
陳
は
、
二
〇
一
六
年
に
北
京
で
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
台
湾
独
立
に
反
対

し
中
国
と
の
統
一
を
主
張
し
続
け
る
。
一
九
七
七
、
七
八
年
に
、
台
湾
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
芽
生
え
た
中
で
勃
発
し
た
台
湾
郷
土
文
学
論

争
の
中
心
人
物
と
し
て
論
陣
を
張
っ
た
が
、
台
湾
社
会
の
抱
え
る
社
会
矛
盾
へ

の
強
い
関
心
の
背
後
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
の
共
産
党
へ
の
支
持
と
台
湾
の

中
国
と
の
統
一
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
。
陳
の
よ
う
な
立
場
を
左
翼
統
一
派
と
称

す
こ
と
が
あ
る
。

社
会
意
識
の
強
い
『
人
間
』
は
、
経
済
発
展
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化
や

公
害
問
題
、
労
働
者
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
の
問

題
に
注
目
す
る
。
コ
ラ
ム
「
世
界
報
道
写
真
名
作
選
」
は
、
主
に
国
内
外
の

写
真
家
や
報
道
写
真
に
関
す
る
紹
介
で
あ
る
が
、
公
害
問
題
や
原
発
関
連
の

記
事
で
は
日
本
の
事
例
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
五
号
掲
載
の

「
再
見
！
林
投
花
」
は
桃
園
県
大
潭
村
で
起
き
た
鉱
山
の
精
錬
に
伴
う
未
処

理
廃
水
の
汚
染
を
め
ぐ
る
記
事
で
、
富
山
県
で
発
生
し
た
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
が

言
及
さ
れ
る
。
第
七
号
（
一
九
八
六
年
五
月
）
掲
載
の
「
水
俣
悲
歌
」
は
写
真
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家
Ｗ
・
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
と
そ
の
写
真
集
『
水
俣
』（
一
九
七
一
年
）
に
つ
い

て
の
紹
介
記
事
、
同
じ
く
第
七
号
掲
載
の
「
日
本
公
害
の
村
」
は
四
日
市
の

大
気
汚
染
問
題
を
め
ぐ
る
記
事
で
あ
る
。

環
境
や
「
核
」、
原
発
問
題
を
め
ぐ
っ
て
最
も
多
く
注
目
さ
れ
る
の
が
日
本

の
写
真
家
・
樋
口
健
二
（
一
九
三
七
年
～
）
で
あ
る
。
樋
口
が
初
め
て
『
人
間
』

に
登
場
し
た
の
は
、
第
六
号
の
「
世
界
報
道
写
真
名
作
選
」
に
あ
る
「
訴
え

る
！
樋
口
健
二
の
「
反
公
害
」
の
世
界
」（
原
題
「
我
要
控
訴
！
樋
口
健
二
的
「
反

公
害
」
世
界
」、
一
九
八
六
年
四
月
）
で
あ
る
。
樋
口
は
、
戦
場
を
記
録
し
た
報

道
写
真
家
の
ロ
バ
ー
ド
・
キ
ャ
パ(R

obert
C
apa.

一
九
一
三
～
一
九
五
四
年)

や

「
水
俣
」
の
取
材
で
報
道
写
真
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
桑
原
史
成

（
一
九
三
六
年
～
）
に
触
発
さ
れ
、
報
道
写
真
家
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。「
訴
え
る
！
樋
口
健
二
の
「
反
公
害
」
の
世
界
」
で
は
、
報
道
写
真
家
を

志
す
ま
で
の
樋
口
の
経
歴
は
日
本
社
会
の
時
代
的
な
動
き
と
共
に
紹
介
さ
れ

る
。
長
野
の
農
家
か
ら
の
出
身
で
日
本
の
経
済
成
長
期
の
時
に
畑
を
転
売
し

東
京
へ
赴
い
た
樋
口
は
、
日
本
鋼
管
川
崎
製
鉄
所
で
臨
時
労
働
者
と
し
て
働

く
が
、
六
〇
年
安
保
闘
争
の
抗
議
デ
モ
へ
の
参
加
、
六
一
年
の
戦
争
写
真
家
ロ

バ
ー
ド
の
写
真
展
と
の
出
会
い
、
さ
ら
に
フ
ォ
ト
・
ス
ク
ー
ル
（
現
東
京
綜
合

専
門
写
真
学
校
）
に
入
学
し
た
六
二
年
当
時
、
東
京
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ

桑
原
史
成
の
初
個
展
「
水
俣
病
」
か
ら
受
け
た
刺
激
な
ど
に
よ
っ
て
、
彼
の

人
生
に
大
き
な
転
換
期
が
訪
れ
る
。「
百
姓
か
ら
臨
時
雇
い
労
働
者
に
な
り
、

（
引
用
者
注：

長
野
の
実
家
が
寺
子
屋
）
国
家
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
屋
敷
の

伜
か
ら
社
会
的
に
軽
侮
か
つ
排
除
さ
れ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
に
。（
引
用
者
注：

報
道

写
真
家
と
し
て
の
）
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
の
道
程
は
苦
難
に
充
ち
た
も
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
樋
口
は
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
邁
進
し
て
い
く
。
不
屈
な
意
志
で
数
十
年

間
も
日
々
同
じ
よ
う
に
働
く
彼
は
、
自
分
の
良
心
と
寛
大
な
愛
で
社
会
の
底

辺
に
い
る
弱
者
の
代
わ
り
に
声
を
あ
げ
て
、
血
と
涙
に
ま
み
れ
た
レ
ン
ズ
で
命

を
蝕
み
奪
う
も
の
や
日
本
の
公
害
問
題
の
根
本
的
な
原
因
で
も
あ
る
社
会
構

造
に
抗
議
す
る
。
と
同
時
に
明
晰
か
つ
深
刻
な
訴
え
も
提
出
し
て
い
る
。
樋
口

の
決
意
と
根
気
は
、
報
道
写
真
家
を
志
す
人
た
ち
の
た
め
の
模
範
を
リ
ア
ル

に
呈
示
し
て
い
る
」
と
、
報
道
写
真
家
・
作
家
の
道
を
目
指
す
『
人
間
』
の

読
者
を
激
励
す
る
よ
う
な
語
り
口
で
樋
口
を
紹
介
し
て
い
る
。
樋
口
の
一
七

年
間
に
わ
た
っ
た
仕
事
は
「
四
日
市
」
の
海
の
汚
染
、
原
発
の
公
害
問
題
、

そ
し
て
「
毒
ガ
ス
島
」
と
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
こ
の
記
事
以
降
、「
四
日
市
毒

ガ
ス
島
」
を
詳
細
に
取
り
上
げ
た
「
日
本
公
害
の
村
・
四
日
市
」(

原
題：

日

本
公
害
之
郷
四
日
市
。
記
事：

樋
口
健
二
、
訳
述：

劉
慶
一
。
第
一
七
号
、
一
九

八
七
年
三
月)

の
よ
う
に
、
樋
口
に
関
す
る
記
事
を
『
人
間
』
は
次
々
と
掲
載

す
る
よ
う
に
な
る
。

「
訴
え
る
！
樋
口
健
二
の
「
反
公
害
」
の
世
界
」
掲
載
後
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
が
起
き
る

。
後
述
す
る
よ
う
に
、
原
発
関
連
に
大
き
く
焦
点
を

当
て
た
こ
の
号
は
台
湾
社
会
の
読
者
に
と
っ
て
、「
核
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
際

の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、「
核
」
問
題
を
通
し
て
、

樋
口
自
身
も
積
極
的
に
『
人
間
』
に
関
わ
っ
て
い
く
。
一
九
八
七
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
核
被
害
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
一
九
八
七
年
九
月

二
六
日
～
一
〇
月
三
日
）
は
、
世
界
の
核
被
害
者
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
、

反
核
運
動
を
国
際
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
参
加
者
は
広
島
、

長
崎
の
原
爆
被
爆
者
も
含
ん
だ
一
六
カ
国
、
総
計
三
五
〇
名
に
上
っ
た
。
樋

口
は
そ
の
会
議
参
加
者
の
一
人
で
も
あ
る
が
、『
人
間
』
の
読
者
投
書
欄
（
第

二
五
号
、
一
九
八
七
年
一
二
月
）
に
そ
の
会
議
参
加
の
所
感
を
掲
載
す
る
希
望

が
綴
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
が
紹
介
さ
れ
て
、
実
際
に
第
二
七
号
で
は
「
団
結
し
よ

う

核
被
害
を
受
け
た
地
球
を
治
療
し
よ
う
」（
原
題：

團
結
起
來

治
癒
地
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球
的
核
能
創
傷
。
撮
影
・
文
章：

樋
口
健
二
、
翻
訳：

荊
果
、
一
九
八
八
年
一
月
）

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

３
「
核
」
を
見
る
観
点
・
撮
る
ア
ン
グ
ル
を
求
め
て：

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
の
後

透
明
無
色
で
形
も
な
い
「
核
」
を
い
か
に
イ
メ
ー
ジ
し
、
表
象
す
る
の
か
。

「
核
」
を
問
題
化
す
る
際
の
焦
点
の
置
き
方
や
表
現
の
仕
方
を
め
ぐ
っ
て
、
樋

口
に
よ
る
一
連
の
仕
事
は
『
人
間
』
に
と
っ
て
は
手
本
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
先
に
触
れ
た
「
訴
え
る
！
樋
口
健
二
の
「
反
公
害
」
の
世
界
」
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
樋
口
の
核
関
連
作
品
の
紹
介
の
仕
方
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く

検
討
し
て
み
た
い
。

誌
面
の
半
分
あ
る
い
は
全
体
を
覆
う
大
判
の
白
黒
写
真
を
文
章
と
共
に
掲

載
す
る
の
は
、
『
人
間
』
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
も
例
外
で
は

な
い
。
こ
の
記
事
は
見
開
き
頁
の
紙
面
の
全
体
を
占
め
た
写
真
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
に
機
動
隊
を
誘
導
車
と
し
な
が
ら
、
燃
料
棒
を
積
ん
で
一
般
道
路
を
走

る
ト
ラ
ッ
ク
が
写
っ
て
い
る
。
説
明
文
は
「
日
本
の
高
速
道
路
や
一
般
道
路
を

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
走
る
こ
と
に
関
し
て
、
突
発
事
故
が
絶
対
起
き
な
い
と
の
保

障
は
ど
こ
に
も
な
い
。
燃
料
棒
の
運
搬
は
事
前
に
公
表
も
さ
れ
ず
、
利
用
道

路
に
事
故
に
備
え
る
た
め
の
措
置
も
何
も
な
い
」
と
あ
る
。
高
速
道
路
は
「
核
」

が
身
近
な
危
険
性
に
も
な
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
よ
う
（
写
真
１
）。

「
荒
浜
村
」
で
行
わ
れ
た
柏
崎
刈
羽
原
発
建
設
へ
の
反
対
運
動
を
撮
影
し
た

作
品
は
迫
力
感
の
あ
る
一
枚
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
木
棒
を
手
に
し
た
年
寄
り
の

忿
怒
の
表
情
が
写
っ
て
お
り
、
抗
議
現
場
の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

鹿
児
島
県
に
あ
る
川
内
原
発
の
全
貌
を
構
図
に
し
た
写
真
に
つ
い
て
の
そ
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
調
査
資
料

を
改
ざ
ん
す
る

ま
で
電
力
会
社

が
強
引
に
沼
地

地
帯
で
建
設
し

た
こ
の
二
つ
の

原
発
施
設
は
、

自
然
環
境
の
破

壊
の
み
な
ら

ず
、
被
曝
が
前

提
と
な
る
中
で

毎
日
千
人
ず
つ

の
労
働
者
た
ち

が
入
れ
替
わ
る

「
人
海
戦
術
」
も
「
黒
い
政
権
」
の
も
と
で
行
わ
れ
る
、
と
あ
る
。

ほ
か
に
も
ま
だ
原
発
建
設
予
定
地
だ
っ
た
頃
の
下
北
半
島
東
通
村
の
海
岸

や
、
原
発
施
設
の
稼
働
に
よ
っ
て
漁
業
が
廃
れ
た
日
立
市
久
慈
浜
海
岸
に
停

泊
す
る
廃
船
、
観
光
客
で
賑
わ
う
若
狭
湾
美
浜
海
岸
の
海
水
浴
場
な
ど
を
題

材
と
し
た
写
真
が
あ
る
（
写
真
２
）
。
被
曝
労
働
者
を
め
ぐ
っ
て
、
敦
賀
や
福

島
原
発
の
被
曝
作
業
員
の
被
害
状
況
や
、「
原
発
被
曝
裁
判
」
に
つ
い
て
の
詳

細
、
出
稼
ぎ
先
の
福
島
原
発
で
被
曝
し
た
元
筑
豊
炭
鉱
の
坑
夫
だ
っ
た
作
業

員
な
ど
に
関
す
る
記
事
も
写
真
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

。
(7)

原
発
関
連
の
樋
口
の
文
章
や
写
真
は
多
様
な
観
点
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
と

は
い
え
、
『
人
間
』
に
と
っ
て
の
最
大
な
関
心
は
や
は
り
資
本
主
義
や
労
働
者

（写真１） 『人間』と樋口健二の作品世界との交流はここ

から始まる。一般道路を走る光景は身近な危険性にもな

ることを象徴している。
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問
題
に
あ
る
こ
と

は
、
記
事
の
最
後

の
部
分
か
ら
窺
え

よ
う
。
「
石
炭
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
産
業
時

代
に
、
汗
と
涙
そ

し
て
命
を
絞
ら
れ

切
っ
た
下
請
・
孫
請

け
に
回
さ
れ
た
労

働
者
た
ち
は
滓
の

よ
う
に
捨
て
ら
れ

た
。
核
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
時
代
に
、
彼
ら

は
再
び
下
請
・
孫

請
け
労
働
者
と
し

て
回
さ
れ
原
発
施
設
の
関
連
仕
事
を
強
い
ら
れ
る
が
、
骨
も
血
も
搾
取
さ
れ

き
っ
た
後
、
彼
ら
は
再
び
滓
の
よ
う
に
廃
棄
さ
れ
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
繰
り

返
さ
て
き
た
「
暗
黒
の
労
働
史
」
を
み
て
、
い
か
な
る
時
代
で
も
身
体
を
唯
一

の
「
資
本
」
と
す
る
労
働
者
た
ち
は
蹂
躙
さ
れ
る
中
で
し
か
生
き
よ
う
が
な
い

こ
の
世
界
を
思
う
と
た
だ
憮
然
と
す
る
。」（
九
三
頁
）。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
後
、
『
人
間
』
は
相
次
い
で
「
我
が
家
の
裏

庭
に
あ
る
原
発
」（
第
八
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）、「
被
曝
者
た
ち
の
そ
の
後
」

（
第
一
三
号
、
同
年
一
一
月
）
を
特
集
す
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
原
発
表
象
に

は
、
樋
口
作
品
に
よ
る
影
響
が
全
面
に
出
て
い
る
。

特
集
「
我
が
家
の
裏
庭
に
あ
る
原
発
」
に
は
五
つ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お

（写真２）若狭湾の「原発銀座」周辺の海水浴場。樋口健

二によるこの写真の構図は、後に『人間』でも見られる。

り
、
そ
れ
ら
す
べ

て
が
台
湾
の
原
発

問
題
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。
原
発

周
辺
の
住
民
や
漁

師
へ
の
取
材
、
契

約
制
原
発
労
働
者

の
被
曝
や
労
働
権

利
に
関
す
る
問

題
、
海
辺
や
漁
村
、

原
発
付
近
の
海
で

遊
ぶ
人
と
い
っ
た

写
真
の
撮
影
角
度

の
取
り
方
な
ど
に

は
、
明
ら
か
に
樋
口
作
品
に
よ
る
影
響
が
見
ら
れ
る
（
写
真
３
）。

記
事
の
部
分
を
見
る
と
、「『
科
学
技
術
の
独
裁
』
と
『
恐
れ
る
自
由
』」
は
、

ア
メ
リ
カ
映
画
『
チ
ャ
イ
ナ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』（
一
九
七
九
年
）
に
触
れ
な
が

ら
、
科
学
神
話
を
幻
滅
さ
せ
た
出
来
事
と
し
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
事
故

を
見
た
上
で
、
国
境
線
を
越
え
た
核
事
故
の
危
険
性
に
言
及
す
る

。「
原
発

(8)

は
我
が
家
の
裏
庭
に
あ
る
」
で
は
、
第
一
、
第
二
原
発
周
辺
の
住
民
や
漁
師
、

反
核
団
体
へ
の
取
材
が
、
浜
辺
と
漁
村
の
変
化
を
撮
影
し
た
大
判
の
写
真
と
共

に
掲
載
さ
れ
る
。「
第
三
原
発
へ
の
幻
想
」
も
原
発
施
設
周
辺
の
水
揚
げ
量
の

減
少
や
原
発
稼
働
後
の
漁
村
の
変
化
、
漁
師
へ
の
取
材
が
中
心
と
な
る
が
、
核

廃
棄
物
を
扱
う
電
力
会
社
の
従
業
員
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
発

を
支
持
し
た
意
見
や
、
被
曝
さ
れ
た
と
い
う
疑
い
で
、
原
発
施
設
で
一
〇
年

（写真３）第三原発の海で遊ぶ子どもたち。
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近
く
も
働
い
た
契
約
労
働
者
を
突
然
解
雇
し
た
電
力
会
社
の
問
題
も
叙
述
さ

れ
る
。「
「
第
四
原
発
」
？
未
知
の
震
動
」
は
、
予
定
さ
れ
た
第
四
原
発
建
設

周
辺
の
住
民
た
ち
が
行
っ
た
反
対
運
動
や
、
台
湾
電
力
会
社
の
不
当
解
雇
に

対
す
る
抗
議
現
場
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
廣
瀬
隆
の
作
品
を
訳
述
し
た
「
壊

滅
の
呪
い
」
で
は
、
核
廃
棄
物
処
理
所
の
問
題
や
日
本
に
お
け
る
原
発
被
曝
労

働
者
の
病
状
、
核
廃
棄
物
の
再
利
用
に
よ
る
核
兵
器
の
開
発
が
触
れ
ら
れ
て
い

る
。特

集
「
被
曝
者
た
ち
の
そ
の
後
」
に
は
、
第
三
原
発
の
被
曝
労
働
者
に
関

す
る
詳
細
な
記
事
が
二
本
あ
る
。
契
約
社
員
を
め
ぐ
る
不
当
解
雇
の
問
題
や

核
廃
棄
物
起
重
機
の
操
縦
者
、
原
発
放
射
線
高
度
汚
染
エ
リ
ア
で
配
管
・
除

染
作
業
を
し
た
労
働
者
な
ど
の
被
曝
問
題
を
扱
っ
た
二
本
の
記
事
と
も
、
台

湾
電
力
会
社
に
批
判
の
矢
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
暗

闇
に
葬
ら
れ
た
原
発
被
曝
労
働
者
た
ち
」（
原
題：
「
被
埋
葬
在
黑
暗
中
的
核

電
廠
被
曝
工
人
們
」。
文
章：

樋
口
健
二
・
久
米
三
四
郎
、
撮
影：

樋
口
健
二
、
翻

訳：

周
健
子
）
は
、
樋
口
健
二
と
久
米
三
四
郎
に
よ
る
作
品
の
翻
訳
で
、
内
容

は
日
本
の
下
請
け
に
回
さ
れ
た
原
発
労
働
者
を
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

登
場
人
物
に
村
井
國
夫
、
元
筑
豊
炭
鉱
労
働
者
の
福
島
原
発
被
曝
従
業
員
・

握
原
公
司
、
ま
た
農
閑
期
に
敦
賀
原
発
の
中
に
あ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
線
エ
リ
ア

で
除
染
作
業
中
に
被
曝
し
た
森
川
勇
、
敦
賀
原
発
で
働
い
た
梅
田
龍
介
（
電

力
会
社
と
和
解
し
て
訴
訟
を
取
り
下
げ
た
）、
斎
藤
征
二
（
初
の
原
発
労
働
組
合
を

組
織
し
た
原
発
被
曝
労
働
者
）
、
福
島
原
発
で
原
発
炉
の
除
染
作
業
員
な
ど
が

お
り
、
ま
た
原
発
施
設
に
お
け
る
作
業
中
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
も
あ
る
。

「
訴
え
る
！
樋
口
健
二
の
「
反
公
害
」
の
世
界
」
の
掲
載
直
後
に
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
が
起
き
た
の
は
偶
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
樋
口
の
報

道
の
仕
方
や
写
真
の
取
り
方
は
、『
人
間
』
に
「
核
」
を
問
題
化
す
る
際
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
集
「
我
が
家

の
裏
庭
に
あ
る
原
発
」
に
お
け
る
、
海
辺
や
漁
業
、
漁
村
の
風
景
を
通
し
て

「
核
」
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
手
法
や
、
被
曝
労
働
者
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
特
集
「
被
曝
者
た
ち
の
そ
の
後
」
に
見
ら
れ
る
資
本
主
義

に
抑
圧
さ
れ
た
労
働
者
と
し
て
原
発
被
曝
労
働
者
を
捉
え
る
取
材
の
仕
方
な

ど
は
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。
台
湾
電
力
会
社
に
対
す
る
抗
議
活
動
を
取
り
上
げ

た
第
一
一
号
で
紹
介
さ
れ
た
日
本
初
の
「
原
発
被
曝
裁
判
」（
一
九
七
四
年
）

や
被
曝
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
原
発
労
働
組
合
の
事
例
も
、
労
働
者
問
題
の

立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

こ
う
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
樋
口
が
提
示
し
た
日
本
社
会
の
経
済
成
長

期
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
や
経
済
構
造
の
変
化
で
も
た
ら
さ
れ
た
環
境
や

労
働
者
問
題
と
し
て
の
「
核
」
の
言
説
は
、『
人
間
』
の
中
で
台
湾
社
会
の
問

題
と
し
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
。『
人
間
』
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発

事
故
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
代
わ
り
に
、
日
本
の
事
例
を
多

く
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
。
そ
の
理
由
に
関
し
て
、
記
事
「
暗
闇
に
葬
ら
れ

た
原
発
被
曝
労
働
者
た
ち
」
の
紹
介
文
が
参
考
に
な
る
。「
原
発
被
曝
労
働

者
を
暗
黒
な
深
淵
に
突
き
込
ん
だ
原
因
を
原
発
産
業
、
国
家
装
置
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
求
め
る
、
こ
の
日
本
か
ら
き
た
辛
辣
な
批
判
は
、
台
湾
社
会
に
ど
ん

な
反
省
を
投
げ
か
け
て
い
く
か
」（
一
三
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
樋
口
に
よ

る
一
連
の
仕
事
は
、「
核
」
を
い
か
に
問
題
化
し
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
を
模
索
す

る
台
湾
社
会
に
方
向
性
を
指
し
示
し
て
い
る
。

４
「
核
」
の
表
象
と
日
本
・
台
湾
・
中
国
を
め
ぐ
る
『
人
間
』
の
歴
史
認
識

『
人
間
』
に
は
日
本
文
学
や
日
本
の
雑
誌
か
ら
の
台
湾
反
原
発
運
動
へ
の
影
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響
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
特
に
後
期
に
な
る
と
、
そ
こ
に
「
原

発
」
だ
け
で
は
な
く
「
原
爆
」
に
関
わ
る
も
の
が
少
数
な
が
ら
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
第
三
二
号
に
あ
る
「
反
核
運
動
の
意
義
を
考
え
る
」（
原
題：

「
尋

找
反
核
運
動
的
意
義

當
前
台
灣
核
電
批
判
運
動
的
反
思
」。
第
三
二
号
、
一
九
八

八
年
六
月
）
で
は
、「
核
」
の
人
体
へ
の
影
響
は
山
崎
豊
子
『
二
つ
の
祖
国
』
を

読
ん
で
初
め
て
知
っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
金
山
郷
で
最

初
の
第
四
原
発
反
対
運
動
が
行
わ
れ
る
中
で
、
代
表
者
の
許
炎
廷
に
原
発
関

連
の
知
識
や
学
問
は
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
か
と
『
人
間
』
の
記
者
が
質
問
を

し
た
時
、
許
は
、
日
本
語
の
『
二
つ
の
祖
国
』
を
三
冊
取
り
出
し
な
が
ら
、「
最

初
は
こ
こ
か
ら
来
た
」、「
原
発
に
関
す
る
知
識
も
ほ
と
ん
ど
日
本
の
雑
誌
か
ら

な
の
だ
」
と
の
話
が
あ
る
。
ま
た
第
三
四
号
に
は
、
原
民
喜
「
夏
の
花
」
の

中
国
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
翻
訳：

林
慧
。
一
九
八
八
年
八
月
）。

「
原
爆
」
問
題
が
「
原
発
」
問
題
よ
り
遅
れ
て
登
場
し
て
く
る
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。『
人
間
』
の
読
者
投
稿
欄
で
は
、
樋
口
の
戦
後
日
本
社
会
や
、
戦

争
問
題
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
に
関
す
る
投
書
が
見
ら
れ
る

。
例
え
ば
経
済

(9)

成
長
の
も
と
で
犠
牲
と
な
っ
た
労
働
者
の
観
点
か
ら
現
代
日
本
社
会
を
批
判

的
に
見
る
視
線
や
、
瀬
戸
内
海
で
製
造
さ
れ
た
毒
ガ
ス
（
大
久
野
島
）
の
中
国

戦
場
で
の
利
用
に
対
す
る
日
本
の
戦
争
責
任
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
る

。

(10)

具
体
的
に
樋
口
が
書
い
た
「
毒
ガ
ス
の
島
に
い
る
棄
民
」
を
め
ぐ
る
翻
訳
記

事
を
例
に
挙
げ
る
と
、
そ
の
紹
介
文
で
は
、「
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
建
設
さ

れ
た
毒
ガ
ス
製
造
工
場
で
は
、
そ
の
実
情
を
知
ら
な
か
っ
た
数
多
く
の
労
働
者

の
中
毒
事
件
や
犠
牲
事
件
が
発
生
し
た
。
中
国
の
戦
場
で
も
多
大
な
犠
牲
を

も
た
ら
し
た
。
今
日
で
も
そ
の
後
遺
症
に
苦
し
ま
れ
る
人
た
ち
が
い
る
。
そ
れ

な
の
に
日
本
政
府
は
そ
の
責
任
か
ら
逃
れ
続
け
よ
う
と
す
る
。
戦
後
復
興
社

会
に
お
い
て
彼
ら
は
忘
却
さ
れ
た
棄
民
で
も
あ
る
」
と
、
あ
る
。
樋
口
と
『
人

間
』
と
の
関
係
は
、『
人
間
』
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
陳
映
真
の
歴
史
観
と
の
「
共

有
」
か
ら
き
た
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
陳
映
真
の
歴
史
認
識
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
第
七
号
（
一
九
八
六
年

五
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
、「
舞
踏
で
「
現
代
の
日
本
社
会
」
に
叛
乱
？
」
か
ら

も
垣
間
見
え
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八
六
年
三
月
二
〇
日
の
公
演
で
舞
踏
団
体
・

白
虎
社
が
来
台
し
た
際
の
陳
映
真
に
よ
る
団
長
・
大
須
賀
勇
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事
で
あ
る
。
取
材
は
「
ほ
か
の
資
料
や
評
論
か
ら
、
大
須
賀
さ
ん
は
戦

後
の
広
島
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
が
、
戦
後
日
本
に
つ
い
て
の
記
憶
と
体

験
か
ら
ど
ん
な
影
響
を
受
け
た
か
。
例
え
ば
芸
術
観
や
自
分
の
人
生
や
生
活

な
ど
」
い
う
質
問
か
ら
始
ま
る
が
、
大
須
賀
勇
は
広
島
の
原
爆
で
胎
内
被
爆

者
と
な
っ
た
個
人
的
な
体
験
と
物
質
不
足
の
戦
後
生
活
を
強
調
し
な
が
ら
語

り
始
め
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
や
り
と
り
の
出
発
か
ら
両
者
の
微
妙
な
違
い
が

存
在
し
て
い
る
。
記
事
で
は
六
〇
年
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
安
保
闘
争
や

白
虎
社
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
暴
力
に
満
ち
た
表
現
手
法
に
つ
い
て
紙
幅
が
割

か
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
記
事
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
陳
は
、「
将
校
の
軍

服
、
ふ
ん
ど
し
、
ペ
ニ
ス
を
象
っ
た
現
代
武
器
、
道
具
の
地
球
な
ど
、
そ
れ
ら

の
も
の
は
平
和
主
義
者
に
と
っ
て
今
日
の
世
界
規
模
の
戦
争
に
対
す
る
反
対
意

（写真４） 白虎社演出中の写

真。反戦意識があるものの、

大須賀自身は日本の戦争責

任に対しては無批判であるとの

キャプションもついている。
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志
を
示
す
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
る
。
だ
が
、
日
中
戦
争
及
び
第
二
次
世
界
大
戦

の
時
、
日
本
が
ア
ジ
ア
に
施
し
た
加
害
行
為
に
関
し
て
、
大
須
賀
は
批
判
精

神
に
欠
け
て
い
る
」
と
評
価
す
る
の
で
あ
る
（
写
真
４
）。

『
人
間
』
は
、
社
会
問
題
や
環
境
問
題
の
ほ
か
、
日
本
と
台
湾
、
中
国
を

め
ぐ
る
歴
史
問
題
に
も
強
い
関
心
を
有
す
る
た
め
、
以
上
の
発
言
は
決
し
て

偶
然
で
は
な
い
。
日
本
の
劇
団
に
関
し
て
言
え
ば
、
白
虎
社
以
外
、『
人
間
』

は
「
事
実
の
劇
場

劇
団

不
死
鳥
」（
以
下
、「
劇
団
不
死
鳥
」
と
略
す
）
と
、

そ
の
劇
団
を
結
成
し
た
主
宰
者
・
石
飛
仁
（
本
名：

樋
口
仁
一
）
と
も
密
接
な

交
流
が
あ
る
。
一
九
七
一
年
か
ら
秋
田
で
起
き
た
中
国
人
強
制
連
行
に
関
す

る
「
花
岡
事
件
」
を
調
査
し
始
め
、
一
九
八
四
年
に
花
岡
事
件
鹿
間
建
設
交

渉
の
代
理
人
も
務
め
た
石
飛
は
、『
中
国
人
強
制
連
行
の
記
録
』（
三
一
書
房
、

一
九
九
七
）
な
ど
の
事
件
の
関
連
著
書
を
多
く
上
梓
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家
で
あ
り
社
会
運
動
家
で
も
あ
る
。「
劇
団
不
死
鳥
」
を
紹
介
し
、
報
告

劇
『
吠
え
ろ
！
花
岡
』（
原
題：

怒
吼
！
花
岡
。
一
九
八
六
年
公
演
）
や
天
皇
の

戦
争
責
任
と
戦
後
民
主
主
義
の
欺
瞞
を
問
題
に
し
た
『
延
命
天
皇
』（
一
九
八

八
年
公
演
）
の
台
灣
公
演
を
実
現
さ
せ
た
の
も
『
人
間
』
で
あ
る
。
石
飛
仁
が

創
作
し
た
戯
曲
「
延
命
天
皇
」
は
『
人
間
』
の
第
三
三
号
に
翻
訳
掲
載
さ
れ

る
（
翻
訳：

陳
映
真
。
一
九
八
八
年
七
月
公
演
）
が
、
そ
の
紹
介
文
で
は
、「
天

皇
制
を
清
算
せ
ぬ
戦
争
責
任
も
反
省
し
な
い
ま
ま
の
日
本
の
戦
後
民
主
主
義

に
は
、
重
大
な
危
機
と
災
難
が
孕
ま
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

ほ
か
に
台
湾
人
元
日
本
兵
の
戦
後
賠
償
問
題
を
扱
っ
た
記
事
「
道
義
人
権

を
忘
却
し
た
日
本
は
人
間
の
恥
」（
原
題：

遺
忘
道
義
人
權
的
日
本
，
是
人
間
之

恥
。
撮
影：

河
野
利
彦
、
文：

王
墨
林
。
第
一
八
号
、
一
九
八
七
年
四
月
）
も
あ

る
。
花
岡
事
件
は
日
本
の
中
国
に
対
す
る
戦
争
責
任
問
題
だ
と
す
れ
ば
、
台

湾
人
元
日
本
兵
の
戦
争
賠
償
問
題
は
台
湾
に
関
す
る
問
題
と
な
る
。
河
野
利

彦
は
八
〇
年
代
初
期
か
ら
台
湾
に
通
い
始
め
、
八
五
年
よ
り
写
真
で
台
湾
人

元
日
本
兵
や
高
砂
義
勇
隊
を
記
録
し
続
け
て
い
た
写
真
家
で
あ
る
。
天
皇
制

と
戦
争
問
題
を
批
判
的
に
捉
え
る
話
は
『
人
間
』
に
散
在
さ
れ
て
い
る
が
、

記
事
に
関
し
て
原
一
男
の
『
ゆ
き
ゆ
き
て
、
神
軍
』
を
紹
介
し
た
「
あ
る
反

天
皇
制
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
誕
生
」（
李
墨
。
第
三
三
号
、
一
九
八
八
年
七

月
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
よ
う

。
(11)

見
て
き
た
よ
う
に
『
人
間
』
は
戦
争
責
任
や
戦
後
賠
償
問
題
、
天
皇
の
戦

争
責
任
や
象
徴
天
皇
制
の
問
題
に
つ
い
て
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
そ

の
眼
差
し
は
中
国
や
台
湾
に
止
ま
ら
ず
、
毒
ガ
ス
の
問
題
を
忘
却
し
た
日
本

の
戦
後
民
主
主
義
の
欺
瞞
性
に
も
及
ん
で
い
る
。
が
、
そ
の
歴
史
へ
の
関
心
の

仕
方
は
台
湾
社
会
に
お
け
る
「
原
爆
」
の
言
説
を
封
印
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
も
否
め
な
い
。

５
「
原
爆
」
言
説
を
封
印
す
る
回
路
の
形
成

一
九
八
八
年
七
月
に
、『
人
間
』
は
日
中
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た
盧
溝
橋
事

件
（
七
七
事
変
）
を
記
念
す
る
「
抗
日
文
化
活
動
」
を
主
催
し
、
一
連
の
イ
ベ

ン
ト
の
中
で
福
田
文
昭
の
写
真
展
「
日
本
天
皇
が
残
し
た
毒
」（
原
題：

日
本

天
皇
的
遺
毒
）、
報
道
劇
『
延
命
天
皇
』
の
上
演
会
、
映
画
『
ゆ
き
ゆ
き
て
、

神
軍
』
の
鑑
賞
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。
他
方
、
陳
映
真
が
司
会
者
を
務
め

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
本
天
皇
と
戦
後
責
任
」（
七
月
一
五
日
開
催
）
も
行
わ
れ

た
が
、
石
飛
の
ほ
か
、
学
者
の
許
介
麟
、
藤
井
志
津
枝
等
も
参
加
者
と
し
て

出
席
し
た
。
そ
の
一
連
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
は
「
石
飛

仁

旋
風
」（
原
題
も
同
じ
。

文：

王
墨
林
、
撮
影：

呉
仁
麟
。
第
三
四
号
、
一
九
八
八
年
八
月
）
に
詳
し
い
。

同
記
事
の
最
後
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
に
出
た
話
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
戦
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後
研
究
」
と
「
戦
後
決
算
」
に
関
す
る
研
究
の
数
は
台
湾
で
は
少
な
す
ぎ
る

ほ
か
、
台
湾
社
会
は
「
七
七
事
変
」
や
「
南
京
大
虐
殺
」
に
関
心
が
な
い
の

と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
社
会
も
戦
後
責
任
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
現
象
は
す
べ
て
冷
戦
体
制
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
や
犠
牲
だ
と

の
石
飛
の
意
見
も
言
及
さ
れ
る
。
ま
た
冷
戦
下
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
に
対

す
る
見
方
に
言
及
し
た
「
軍
国
日
本
と
経
済
日
本
」（
原
題：

軍
國
日
本
與
經

濟
日
本
。
一
九
八
八
年
八
月
）
で
は
「
戦
後
、
世
界
的
に
展
開
し
た
冷
戦
構
造

に
お
い
て
、
台
湾
の
経
済
は
日
本
の
垂
直
的
分
業
構
造
に
付
着
す
る
よ
う
な

形
で
発
展
し
て
き
た
。
日
本
の
資
本
、
技
術
、
文
化
、
精
神
な
ど
に
関
す
る

商
品
は
台
湾
で
は
「
模
範
的
な
日
本
」
と
し
て
見
な
さ
れ
る
と
そ
の
あ
り
よ

う
が
か
な
り
強
い
口
調
で
批
判
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
原
民
喜
「
夏
の
花
」
の
翻
訳
紹
介
は
、「
七
七
事
変
」

を
記
念
す
る
時
期
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

。「
夏
の
花
」
が
掲
載
さ
れ

(12)

た
前
後
の
号
に
は
、「
あ
る
反
天
皇
性
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
誕
生
」「
石
飛

仁

旋
風
」
と
「
軍
国
日
本
と
経
済
日
本
」
も
あ
り
、
つ
ま
り
抗
日
に
関
す

る
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
や
天
皇
制
批
判
、
花
岡
事
件
な
ど
に
言
及
し
た

記
事
に
囲
繞
さ
れ
る
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
日
本
の
戦
時
中
の
強
制
連
行
や
戦
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
日

本
の
軍
事
的
・
経
済
的
支
配
を
問
題
化
す
る
論
調
が
支
配
す
る
誌
面
に
お
い

て
掲
載
さ
れ
た
「
夏
の
花
」
は
、
広
島
原
爆
の
被
害
を
読
者
に
意
識
化
さ
せ
、

戦
後
台
湾
の
公
的
な
歴
史
意
識
を
問
う
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
よ
り

か
は
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
現
在
の
台
湾
に
お
け
る
「
原
発
」
問
題

―
国
民

党
に
よ
る
原
発
政
策
と
そ
の
被
害

―
に
接
続
し
う
る
内
容
と
し
て
読
ま
れ

た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
先
に
山
崎
豊
子
『
二
つ
の
祖
国
』
の
日
本
語
版
を
読
ん
で
「
核
」
の

被
害
を
知
っ
た
と
い
う
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
作
品
が
最

初
に
台
湾
で
翻
訳
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
五
年
の
こ
と
で
あ
る

（
中
国

語
名
『
両
個
祖
国
』、
翻
訳：

陳
明
台
・
姚
書
文
、
台
湾：

自
立
報
社
）

。
翻
訳

(13)

の
大
き
な
問
題
と
し
て
、
日
系
二
世
の
ア
メ
リ
カ
人
・
天
羽
賢
治
と
原
爆
病

で
死
ん
だ
恋
人
井
本
梛
子
と
の
交
際
を
描
い
た
部
分
が
大
幅
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
点
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
加
工
、
あ
る
い
は
変
更
は
、

太
平
洋
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
日
米
の
間
を
彷
徨
い
な
が
ら
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
模
索
す
る
日
系
二
世
の
天
羽
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
問
題
を
よ
り
明

確
化
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
当
然
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ

の
小
説
に
お
け
る
原
爆
の
問
題
（
日
米
の
加
害
被
害
の
問
題
）
は
後
景
に
退
い
て

し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
狭
間
に
置
か
れ
る
主
人

公
の
問
題
は
、
台
湾
の
読
者
に
と
っ
て
中
国
な
の
か
台
湾
な
の
か
と
い
う
、
台

湾
社
会
が
抱
え
る
問
題
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
読
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
も
そ
も
台
湾
で
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
一
九
八
七
年
の
一
一
月
に
、

こ
れ
ま
で
禁
じ
ら
れ
て
い
た
中
国
へ
の
訪
問
が
解
禁
さ
れ
、
親
族
へ
の
訪
問
が

可
能
と
な
っ
た
。
解
禁
に
よ
っ
て
、
国
共
内
戦
で
国
民
党
の
軍
隊
と
と
も
に
台

湾
に
渡
っ
て
き
た
人
た
ち
が
、
三
〇
数
年
以
上
も
離
れ
た
故
郷
に
再
び
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
八

〇
年
代
後
半
、
親
族
訪
問
を
解
禁
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
は
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。『
二
つ
の
祖
国
』
が
台
湾
で
翻
訳
さ
れ
、
読
ま
れ
た
背
景
に
は
こ

う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
核
」
の
人
体
へ
の
影
響
や
関
連
文
学
の
読
み
方
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
語
の

『
二
つ
の
祖
国
』
に
触
発
さ
れ
て
反
原
発
運
動
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
よ
う

な
読
者
と
、
戦
争
責
任
・
植
民
地
問
題
・
天
皇
制
批
判
の
関
連
言
説
の
延
長

線
上
で
中
国
語
翻
訳
の
『
夏
の
花
』
を
通
し
て
知
っ
た
読
者
、
八
〇
年
代
後
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半
に
お
け
る
そ
の
両
者
の
存
在
か
ら
は
「
核
」
の
問
題
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
の

台
湾
に
お
け
る
言
語
事
情
と
『
人
間
』
と
い
う
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
の
立
場
性
が
窺

え
よ
う
。
前
述
し
た
反
原
発
運
動
代
表
者
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
許

の
日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
八
〇
年
代
と
言
え

ば
台
湾
映
画
『
父
さ
ん
』（
原
題：

『
多
桑
』、
監
督：

呉
念
真
、
一
九
九
四
年
）

の
中
で
描
か
れ
た
よ
う
な
植
民
地
時
期
に
育
っ
た
日
本
語
世
代
が
ま
だ
社
会

的
に
活
躍
す
る
時
代
で
も
あ
る
た
め
、
翻
訳
を
介
さ
ず
に
「
核
」
の
言
説
に

直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
許
の
よ
う
な
者
は
大
勢
い
る
と
想
像
さ
れ
よ
う
。
実
際
、

『
人
間
』
に
主
宰
者
の
陳
に
よ
る
日
本
語
翻
訳
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

他
方
で
、
藍
博
洲
が
代
表
と
な
る
よ
う
に
『
人
間
』
が
育
っ
た
報
道
文
学
の

作
家
や
写
真
家
は
、
戦
後
五
、
六
〇
年
代
生
ま
れ
が
中
心
と
な
り
「
原
爆
」

の
問
題
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
、
翻
訳
を
経
由
す
る
場
合
が
多
い
。
八
〇
年
代
の

台
湾
で
刊
行
さ
れ
た
『
廃
墟
台
湾
』（
宋
澤
莱
、
一
九
八
五
年
）
や
『
天
火
備

忘
録
』（
張
大
春
、
一
九
八
六
年
）
と
言
っ
た
「
核
」
の
関
連
文
学
は
、
核
に
よ

る
人
体
へ
の
影
響
や
被
爆
者
・
被
曝
者
が
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
問
題
よ
り
、

国
家
権
力
や
電
力
会
社
に
よ
る
陰
謀
論
の
形
で
語
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の

理
由
は
上
に
述
べ
た
よ
う
な
台
湾
の
言
語
事
情
や
翻
訳
事
情
と
も
関
連
が
あ

る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
八
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
『
夏
の
花
』
の
翻
訳
紹

介
は
「
七
七
事
変
」
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
た
一
連
の
記
事
の
最
後

に
、
し
か
も
そ
の
号
の
一
番
最
後
を
飾
っ
た
作
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、「
核
」
の
問
題
に
関
心
を
示
す
『
人
間
』
に
お
い
て
「
原

爆
」
の
問
題
は
抗
日
的
歴
史
観
の
中
で
後
景
に
退
い
て
い
く
。『
人
間
』
が
一

貫
し
た
社
会
の
暗
黒
面
に
対
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
読
む
読
者
も

存
在
す
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
『
人
間
』
と
い
う
雑
誌
の
力
学
に
お
い

て
は
、
原
発
に
お
け
る
「
核
」
被
害
の
問
題
へ
と
接
続
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
広
島
、
長
崎
に
お
け
る
台
湾
人
も
ふ
く
め
た
原
爆
の
被
爆
者
の
問
題
、

原
爆
体
験
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
の
問
い
直
し
に
は
い
た
ら
な
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
原
発
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
作
業
に
は
、『
人
間
』

の
反
国
民
党
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
日
本
の
戦
争
責
任
問
題
へ
の
追
及
と
い
っ
た
二

つ
の
力
学
が
同
時
に
働
い
て
い
る
。
前
者
に
関
し
て
は
公
害
問
題
や
社
会
問
題

を
利
用
し
な
が
ら
国
民
党
政
府
を
批
判
す
る
こ
と
で
あ
り
、
後
者
に
関
し
て

は
花
岡
事
件
や
日
中
戦
争
、
台
湾
人
元
日
本
兵
の
賠
償
問
題
を
め
ぐ
る
記
事

が
代
表
と
な
る
よ
う
に
中
国
本
土
の
日
本
に
対
す
る
戦
争
責
任
へ
の
追
及
や
反

帝
国
主
義
の
動
き
と
連
動
し
て
い
る
。
特
に
後
者
に
関
し
て
見
て
き
た
よ
う
に
、

『
人
間
』
は
「
戦
後
日
本
」
が
抱
え
る
歴
史
や
社
会
問
題
を
テ
ー
マ
に
創
作

活
動
を
行
う
日
本
側
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
深
く
交
流
を
し
て
い
た
。
樋
口
健
二

は
原
発
以
外
に
も
、
毒
ガ
ス
を
め
ぐ
る
戦
争
問
題
に
も
関
心
を
持
ち
、
河
野

利
彦
は
台
湾
人
元
日
本
兵
を
八
〇
年
代
初
期
か
ら
台
湾
に
通
い
続
け
て
記
録

し
、
写
真
家
・
福
田
文
昭
は
天
皇
制
批
判
を
提
示
す
る
写
真
活
動
を
行
う
。

ま
た
劇
作
家
の
石
飛
仁
は
早
い
段
階
か
ら
花
岡
事
件
の
史
実
調
査
を
開
始
し

戦
争
問
題
を
演
劇
の
形
を
通
し
て
表
現
す
る
。
要
す
る
に
『
人
間
』
は
、
戦

争
責
任
や
植
民
地
問
題
、
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
な
ど
と
い
っ
た
「
戦
後
日

本
」
が
抱
え
る
問
題
に
関
心
を
持
つ
作
家
と
も
交
流
を
し
な
が
ら
自
ら
の
歴

史
認
識
を
形
成
し
て
い
く
。『
人
間
』
と
「
戦
後
日
本
」
と
の
接
点
を
「
抗
日
」

的
史
観
で
語
る
の
は
容
易
だ
が
、
そ
の
連
携
に
い
か
な
る
希
望
や
期
待
が
見
出

さ
れ
る
か
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
八
〇
年
代
の
台
湾
で

「
核
」
の
問
題
を
語
る
と
き
に
、
公
害
問
題
と
し
て
「
原
発
」
は
注
目
さ
れ

た
が
、
歴
史
認
識
と
関
わ
る
「
原
爆
」
を
受
容
す
る
た
め
に
ま
だ
ま
だ
時
間

が
必
要
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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注

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
ひ
ろ
め
る
会
」（http://hadashinogen.jp/

二
〇
一
七
年
一

1
〇
月
ア
ク
セ
ス
）
に
よ
る
と
「
中
国
国
内
の
出
版
事
情
か
ら
出
版
は
困
難
な
状
態

だ
が
、
台
湾
版
で
の
翻
訳
・
出
版
」
と
な
っ
た
と
あ
る
。

李
展
平
『
長
崎
原
爆

台
湾
医
生
陳
新
賜
・
王
文
其
歴
険
記
』（
台
湾：

晨
星
、

2
二
〇
一
二
年
）
が
初
め
て
台
湾
人
被
爆
者
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
書
物
で
あ
る
。

日
本
で
は
同
じ
年
に
、
平
野
伸
人
編
・
監
修
『
台
湾
の
被
爆
者
た
ち
』（
長
崎
新

聞
社
、
二
〇
一
二
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

「
十
大
建
設
」
は
蒋
経
国
が
打
ち
出
し
た
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
の

3
経
済
計
画
で
あ
る
。
七
〇
年
代
以
降
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
と
相
次
い
で
国

交
を
断
絶
し
国
連
か
ら
も
脱
退
し
、
国
際
的
に
孤
立
さ
れ
た
中
で
推
進
さ
れ
た
計

画
で
も
あ
る
。

原
題：

「
透
視
核
能
發
展
的
問
題
」、
林
致
仁
が
『
新
聞
週
刊
』（
一
九
七
四

4
年
四
月
一
二
日
）
よ
り
抜
粋
翻
訳
と
あ
る
。

陳
映
真
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
戒
厳
令
下
の
文
学
―
台
湾
作
家
・
陳
映
真
文

5
集
』（
間
ふ
さ
子
・
丸
川
哲
史
訳
、
せ
り
か
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

逮
捕
者
三
六
人
が
出
た
こ
の
「
民
主
台
湾
聯
盟
事
件
」
は
、
戦
後
の
台
湾
文
学

6
界
に
お
い
て
最
も
多
く
の
人
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
た
白
色
テ
ロ
で
あ
る
。「
民
主
台

湾
聯
盟
」
と
は
一
九
六
六
年
の
中
国
文
化
大
革
命
が
起
き
た
後
、
陳
映
真
を
は

じ
め
と
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
や
中
国
研
究
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

結
成
し
た
読
書
会
を
ベ
ー
ス
と
し
た
組
織
で
あ
る
。

記
事
に
は
敦
賀
発
電
所
で
被
曝
し
た
岩
佐
嘉
寿
幸
（
一
九
七
一
年
に
被
曝
）
に

7
よ
る
初
の
「
原
発
被
曝
裁
判
」（
一
九
七
四
年
）
や
同
じ
施
設
に
い
た
日
雇
い
労

働
者
の
村
居
國
夫
、
森
井
勇
、
松
本
勝
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
福
島
原
発
の
部

分
で
は
筑
豊
の
坑
夫
だ
っ
た
作
業
員
・
永
田
利
男
が
登
場
し
て
く
る
。

一
か
ら
五
ま
で
の
原
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「「
科
技
獨
裁
」
與
「
恐
懼
的
自

8
由
」」、「
核
電
就
在
我
家
後
院
」、「
核
三
迷
思
」、「『
核
四
』
？
一
個
未
知
數
」、

「
毀
面
的
咒
語
」。

例
え
ば
第
七
号
、
第
一
六
号
、
第
二
五
号
な
ど
。

9

樋
口
の
毒
ガ
ス
を
め
ぐ
る
作
品
は
、「
毒
ガ
ス
の
島
に
い
る
棄
民
」（
文：

樋
口

10
健
二
、
訳：

荊
果
。
第
二
五
号
、
一
九
八
七
年
一
一
月
）
で
紹
介
さ
れ
る
。
引

用
は
目
次
に
あ
る
紹
介
文
よ
り
。

原
題：

「
一
部
反
天
皇
紀
録
片
的
誕
生
」。
紹
介
文
で
は
「
日
本
人
監
督
・
原

11
一
男
は
記
録
映
画
を
通
し
て
天
皇
制
を
批
判
す
る
フ
ィ
ル
ム
を
制
作
し
た
。
震
え

る
あ
な
た
と
私
の
心
を
つ
か
む
作
品
で
あ
る
」
と
あ
る
。
記
事
の
中
に
若
槻
世
都

子
、
黒
古
一
夫
、
菅
孝
行
に
よ
る
評
論
も
翻
訳
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年
に
台
湾
の
新
海
出
版
社
に
よ
る
『
夏
之
花
』（
訳：

陳
黎
恂
）
が

12
出
版
さ
れ
る
。

日
本
語
テ
ク
ス
ト
の
初
出
は
、『
週
刊
新
潮
』
一
九
八
〇
年
六
月
二
十
六
日
号

13
～
一
九
八
三
年
八
月
二
日
号
ま
で
連
載
。
一
九
八
三
年
に
新
潮
社
か
ら
三
巻
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
に
台
湾
の
皇
冠
が
出
版
し
た
の
も
三
冊
本
で

あ
る
。
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